
高知県農業振興部環境農業推進課

高知県における農福連携の取組状況

令和３年度　第１回農福連携支援調整会議（R3.11.9）



（国）農福連携等推進ビジョン（R元.6月：抜粋）

★一方で農福連携を広く展開し、裾野を広げていくには
　　　①知られていない
　　　②踏み出しにくい
　　　③広がっていかない
　　といった課題への対応が必要と指摘

目標：取組主体を5年間で新たに3,000創出
　（R元年度末：4,117件　⇒　R6年度末：7,117件）

☆取り組む農業経営が経済発展していくことが重要
☆取組が地域・日本の農業を支える力になることを期待



　　　　　　

①障害者・就労支援事業所等の理解促進
　　○農作業を理解してもらう農作業体験会の開催
　　○障害者等が対応可能な作業の「切り出し」

②農家・JA等（受入側）の理解促進
　　○障害特性や雇用条件等に関する研修会の開催
　　○先進事例調査の実施

③障害者等と農家等とのマッチング・定着支援
　　○「お試し就労」への助成
　　○サポーター（JA高知県安芸：1名）の配置

④障害者を雇用する特例子会社の参入支援

（県）農福連携の取組内容（～R2年度）



①地域によって取り組みに温度差
　　○取り組みの弱い地域では
　　　　・「敬遠」や「あきらめ」の意識が存在
　　　　・就労や雇用に踏み切れない
　　　　・農業-福祉間の情報共有が不充分

②就労後の定着につながらないケースも
　　○短期間での断念
　　○農閑期を挟んでしまうと復帰が難しい

◎県(農業・福祉部局)､市町村､JA等が連携を強化し
　★啓発から就労定着までの一貫した支援
　★推進体制の整備

（県）見えてきた課題（～R2年度）



（県）R3年度の農福連携の取組内容

　 ●相互理解の促進
　　 ・農作業体験会の開催
　　 ・農家向け研修会の開催
　 ●農作業の切り出し
　 ●作業マニュアルの作成

STEP 1：「農福」の啓発
 　●コーディネーターによる
　 　障害者施設、農家のニーズ
　 　把握とマッチング支援
 　●「お試し就労」への
　　 移行促進

STEP 2：「農福」の開始
　 ●支援機関（社会福祉協等）
   　による伴走型支援
　 ●双方の専門知識を有する
　　 サポーターの育成・指導
　 ●農福連携に取り組む農家の
　　 情報交換会の開催

STEP 3：「農福」の定着

新

拡



（県）R3年度の農福連携の取組内容

◆農作業体験会の開催
（障害者等対象：農業会議に委託）

【目的】
　　農作業を正しく理解してもらう
　　　　⇒　「あきらめ」の意識の払拭

【支援内容】
　　農作業の説明・ほ場等の借り上げに
　　対する謝金

【回数】
　　R3：15ヵ所程度
　　　　　　　　（農家・JA集出荷場）



（県）R3年度の農福連携の取組内容

◆研修会の開催
（農家・関係機関等対象：県直営）

【目的】
　　・農福連携の意義等を共有する
　　・障害特性等を正しく理解してもらう
　　　　⇒　「敬遠」の意識の払拭

【回数】
　　R3：5ヵ所程度
　　　　　　（農業振興センター単位）



（県）R3年度の農福連携の取組内容

◆作業マニュアルの作成



（県）R3年度の農福連携の取組内容

　 ◆「お試し就労」への移行促進
（農家・障害者等対象：農業会議に委託）

【目的】
　　試験的な就労を支援
　　　　⇒　「踏み出し」のきっかけづくり

【支援内容】
　　作業指導料、賃金補助（2分の1以内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　最長１ヵ月まで

【回数】
　　R3：12ヵ所程度（農家）

拡



（県）R3年度の農福連携の取組内容

   ◆就労定着サポーターによる支援
（農家・関係機関等対象：県直営）

【目的】
　　雇用・就労した農家・障害者の
　　悩み・課題等をサポート
　　　　⇒　「就労定着」を促進

【支援内容】
　　現場指導や電話での相談対応
　　　　　　　　　　　　　　　　（5回まで）

【回数】
　　R3：5ヵ所程度

新



　　　　　　

　　「（県域）農福連携支援調整会議」の設置

●県域の課題への対応
●地域の取組への助言
●優良事例の収集と共有

「地域農福連携支援会議」設置の横展開

●地域の課題への対応
●ニーズの共有
●マッチングの支援

推進体制の整備

拡新

（県）R3年度の農福連携の取組内容

障害保健支援課

環境農業推進課 高知県農業会議

地域農福連携
支援会議


